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メンバーのお仕事紹介

　総務広報委員会幹事の森田洋一郎です。尾道を中心に幅広い業種のお客様の商売の包括
的なサポートをおこなっております。近年複雑化する一方の経営環境の中で、経営者の良
き相談相手であり続けられるよう、各業種・地域ごとの特性を組み込んだ経営コンサル
ティング業務・会計業務はもちろん、円滑な事業承継・相続の為の準備段階からのお手伝
い、さらには銀行との上手なお付き合いの手助けまで、商売に関するありとあらゆる事象
の勉強に日々励んでいます。　  　　　　　　　　　　　 （記事：総務広報委員会 幹事　森田 洋一郎）

株式会社森田会計
尾道市新浜町1丁目13-15

　地域教育実践委員会幹事の中川裕智です。
　私の会社は金属業でスクラップを取り扱う仕事をしています。尾道という町は造船所
やさまざまな町工場が多く、色んな会社に出入りさせてもらっています。そこで仕事だ
けでなく、働く人達と色んな情報交換をして日々人として成長させてもらってます。

　  （記事：地域教育実践委員会 幹事　中川 裕智）

株式会社中川商店
尾道市西御所町6-32

　社会開発委員会幹事の福島侑です。私の
仕事は、社内の外国人の管理、入社退社在
留資格など各種手続き、海外事業の仕組みづくりを主に担当していま
す。簡単にいうと外国人従業員のお世話係です。
　毎日お昼休憩の時間を利用して自社で日本語学校を開いており、ベトナム人とインドネ
シア人が一緒になって楽しく真剣に日本語を学んでいます。社内外で頼られる存在になる
よう日々コミュニケーションを取るようにしています。
　また海外人材のスムーズな受け入れ体制と管理体制を整えることにより会社全体の業務
効率化を図るのも仕事の一つです。　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事：社会開発委員会 幹事　福島 侑）

因島鉄工株式会社
尾道市因島重井町474番地

　未来ビジョン委員会幹事の高垣裕吉です。(株)高垣瓦工業所は御調町にあり、
瓦工事をはじめ、板金・樋工事、太陽光パネルの設置販売などを中心に地域の
皆様にお世話になっている会社です。私は営業と現場作業を行っております。
　仕事や青年会議所活動を通じて、少しでも尾道の発展に貢献できたらと考え
ております。
　これからもよろしくお願い致します。　　  （記事：未来ビジョン委員会 幹事　高垣 裕吉）

株式会社高垣瓦工業所
尾道市御調町貝ヶ原85

岡田 貴臣 君

中司 昌克 君

沼尾 　一 君

沼田 剛志 君

村上 直弘 君

山本 恭平 君

ご出産
おめでとうございます！

Congratulations 今月の小西琢真のがっちりは
お休みさせて頂きます。
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2022年度理事（18名）

2022年度監事（2名） （50音順）

８
月
22
日
（
日
）
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
て
８

月
例
会
・
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
第
１
号
議
案
に
お
い
て
2
0
2
2
年

度
理
事
長
予
定
者
に
今
岡
正
英
君
が
推
挙
さ
れ
、

全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
第
２
号
議
案
に
お
い
て
2
0
2
2
年
度
監

事
数
及
び
理
事
数
が
上
程
さ
れ
、
監
事
２
名
、
理

事
長
予
定
者
含
む
理
事
18
名
が
全
員
の
賛
成
に
よ

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
第
３
号
議
案

に
お
い
て
2
0
2
2
年
度
監
事
予
定
者
に
島
田
元

太
君
及
び
高
升
純
君
が
推
薦
さ
れ
、
全
員
の
賛
成

を
も
っ
て
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
理

事
選
挙
が
行
わ
れ
、
厳

正
な
る
開
票
の
結
果
、

理
事
予
定
者
18
名
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
次
年

度
監
事
・
理
事
の
皆

様
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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特
徴
が
、
睡
眠
不
足
の
人
に
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

ਭ
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ෆ
଍
を
ղ
ফ
す
る
た
め
に
も
、

今
よ
り
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୹
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લ
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ද
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）
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）
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༗
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໷
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࣭
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ྔ
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໾
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。
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໰
୊
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す
。

　2018年の西日本豪雨で御調の圃場が全滅したちょうど3年後、因島の圃場にも自然の

脅威が襲いかかりました。絶望の中でしたが、たくさんのメンバーが駆けつけて作業をし

てくれて、パパイヤの木も自分の気持ちも救われました。この恩は一生忘れません。

　自然災害は恐ろしいです。大池委員長の記事の通り「命を守る」ことを常日頃から意識

していくことが必要です。　　　　　　　   　　   （記事：未来ビジョン委員会 委員長　内海 洋平）
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　2018年の西日本豪雨で御調の圃場が全滅したちょうど3年後、因島の圃場にも自然の

脅威が襲いかかりました。絶望の中でしたが、たくさんのメンバーが駆けつけて作業をし

てくれて、パパイヤの木も自分の気持ちも救われました。この恩は一生忘れません。

　自然災害は恐ろしいです。大池委員長の記事の通り「命を守る」ことを常日頃から意識

していくことが必要です。　　　　　　　   　　   （記事：未来ビジョン委員会 委員長　内海 洋平）
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メンバーのお仕事紹介

　総務広報委員会幹事の森田洋一郎です。尾道を中心に幅広い業種のお客様の商売の包括
的なサポートをおこなっております。近年複雑化する一方の経営環境の中で、経営者の良
き相談相手であり続けられるよう、各業種・地域ごとの特性を組み込んだ経営コンサル
ティング業務・会計業務はもちろん、円滑な事業承継・相続の為の準備段階からのお手伝
い、さらには銀行との上手なお付き合いの手助けまで、商売に関するありとあらゆる事象
の勉強に日々励んでいます。　  　　　　　　　　　　　 （記事：総務広報委員会 幹事　森田 洋一郎）

株式会社森田会計
尾道市新浜町1丁目13-15

　地域教育実践委員会幹事の中川裕智です。
　私の会社は金属業でスクラップを取り扱う仕事をしています。尾道という町は造船所
やさまざまな町工場が多く、色んな会社に出入りさせてもらっています。そこで仕事だ
けでなく、働く人達と色んな情報交換をして日々人として成長させてもらってます。

　  （記事：地域教育実践委員会 幹事　中川 裕智）

株式会社中川商店
尾道市西御所町6-32

　社会開発委員会幹事の福島侑です。私の
仕事は、社内の外国人の管理、入社退社在
留資格など各種手続き、海外事業の仕組みづくりを主に担当していま
す。簡単にいうと外国人従業員のお世話係です。
　毎日お昼休憩の時間を利用して自社で日本語学校を開いており、ベトナム人とインドネ
シア人が一緒になって楽しく真剣に日本語を学んでいます。社内外で頼られる存在になる
よう日々コミュニケーションを取るようにしています。
　また海外人材のスムーズな受け入れ体制と管理体制を整えることにより会社全体の業務
効率化を図るのも仕事の一つです。　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事：社会開発委員会 幹事　福島 侑）

因島鉄工株式会社
尾道市因島重井町474番地

　未来ビジョン委員会幹事の高垣裕吉です。(株)高垣瓦工業所は御調町にあり、
瓦工事をはじめ、板金・樋工事、太陽光パネルの設置販売などを中心に地域の
皆様にお世話になっている会社です。私は営業と現場作業を行っております。
　仕事や青年会議所活動を通じて、少しでも尾道の発展に貢献できたらと考え
ております。
　これからもよろしくお願い致します。　　  （記事：未来ビジョン委員会 幹事　高垣 裕吉）

株式会社高垣瓦工業所
尾道市御調町貝ヶ原85

岡田 貴臣 君

中司 昌克 君

沼尾 　一 君

沼田 剛志 君

村上 直弘 君

山本 恭平 君

ご出産
おめでとうございます！

Congratulations 今月の小西琢真のがっちりは
お休みさせて頂きます。
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